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幸手市立さかえ小学校

6年　安達小桃さん

　私の将来の夢は、
保育士です。私が保
育園に通っていたと
きに、いつもお世話
になっていた先生の
ようになりたいからです。そして、私は昔から
子どもが好きなのでいろいろなことを教えて
あげたいです。

6 年　佐藤友晴さん

　ぼくの将来の夢
は、パイロットです。
人の役に立ちたいと
思ったので、責任を
もって多くの乗客を

乗せていく姿にひかれました。そのために頑
張っていることは、勉強です。必要な知識や英
語を身に付けていきたいです。

6 年　三本松春葵
　　　　　　　さん

　ぼくの将来の夢
は、城かく考古学者
です。理由は、歴史
の安土桃山時代の特
に城が好きだからです。参考にしたい人は、Ｊ・
Ｋ・ローリングです。貧しい中で、「ハリー・ポッ
ター」を書き上げて、すごいと思いました。

　5 月 19 日（水）、市内在住の人から新型コロナウイルス感染
症に対応している人の労をねぎらいたいと、100 本のバラのご
寄贈をいただきました。
　暖かなお心遣いに深く感謝し、ウェルス幸手のロビーに飾ら
せていただきました。

100 本のバラが寄贈されました

　5 月 20 日（木）、埼玉県立幸手桜高等学校と包括的連携に関
する協定を締結いたしました。
　木村市長は、「生徒のみなさんには、その発想力や行動力を
存分に発揮していただき、幸手市のまちづくりにおいて、その
一翼を担っていただけるものと、大いに期待しております」と
コメントしました。

埼玉県立幸手桜高等学校と包括的連携
　　　　　　　　　　　　　に関する協定を締結

つくそう！たくそう！つなげよう！
          　　 ～わたしたちの行幸地区～

　行幸小学校の 6 年生は、総合的な学習の時間に「行幸地区の魅力再発見」をテーマに、自分たちが住み、育ってき
た行幸地区にはどんな魅力があるのかを考えてきました。
　そこで、5 月 19 日（水）、幸手市の魅力を紹介している冊子「今日も、幸手日和」の作成に携わったデザイナーの川
口さんと、幸手市役所秘書課職員を講師に招き、授業を行いました。
　行幸地区の魅力を再発見する方法や、冊子のデザインの方法、関係者にインタビュー
するときのアドバイスなど、冊子を作るためのノウハウを学びました。
　慣れない作業だったためか最初は戸惑っていた児童も、だんだんコツをつかみ、真
剣な眼差しで授業を受けていました。
　この授業は年間を通して行い、行幸地区の魅力を紹介する「今日も、行幸日和」を作
成します。「今日も、行幸日和」の完成が楽しみです。

さくら小学校田植え体験
　5 月 24 日（月）、地元農家の植竹さんの
協力の下、さくら小学校で田植え体験を行
いました。
　初夏の陽気の中、児童たちは慣れない田
んぼに入り、丁寧に苗を植えていました。
　また、植竹さんのお話を真剣に聞き、た
くさんの質問をしていました。
　学校から近いこともあり、「毎日成長を
見に来ます！」と、自分で頑張って植えた
苗に愛着が沸いているようでした。
　

■前列左から　木村市長、出井校長。後列左から　生徒会会長
　青山咲さん、副会長　江尻彩愛さん、副会長　須藤愛さん


